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（一社）日本建設機械

施工協会四国支部の会員

の皆様には、日頃から四

国の安全安心、活力ある

地域づくりを支える社会

資本整備全般にわたり、

多大なるご支援とご協力

を賜り、厚く御礼申しあ

げます。 

昨年より「新型コロナウイルス感染症」による緊急

事態宣言やまん延防止措置等重点地域の拡大する等、

いまだその終焉は見通せない状況にあります。 

各地では気候変動によって豪雨災害など頻発化・激

甚化しており、令和３年７月集中豪雨では静岡県や神

奈川県を中心に大雨が降り、熱海市では土石流災害が

発生した他、８月には断続的な前線の影響により九州、

北陸、中国地方をはじめ各地で大雨が続き、長崎県の

雲仙市、長崎市、佐賀県の鳥栖市で記録的雨量を観測

し、全国の国管理河川と都道府県管理河川を合わせ多

くの氾濫が発生しました。 

また、２月には福島県沖地震で福島県、宮城県で最

大震度６強という強い揺れの地震により住居の倒壊や

負傷者も出ており、震度５クラスの地震も頻繁に発生

しています。 

あらためて誌面をお借りし、亡くなられた方々へご

冥福をお祈りするとともに、被害に遭われた皆様へ心

よりお見舞い申し上げます。 

近年では、西日本に限らず全国的な地域で毎年のよ

うに豪雨による自然災害が発生し、地域住民と共に地

元事業者の方が災害復旧活動にご尽力頂いているメデ

ィア報道も目にします。 

四国においても災害現場で支援活動にご尽力頂い

ております貴協会四国支部の会員の方々には、重ねて

心より感謝申し上げます。 

四国地方整備局では、令和 3 年 8 月 31 日に四国ブ

ロックの社会資本整備重点計画を策定しました。本計

画は、国民が「真の豊かさ」を実感できる社会を構築

するため、「インフラ分野の DX」等 6 つの重点目標を

設定し、その実現に向けた主要取組をとりまとめたも 

 

ので、今後具体化に向けた取組を推進してまいります。 

 くらしを豊かにし、生活を支える社会資本（インフ

ラ）整備は、建設産業のインフラ分野におけるデジタ

ル・トランスフォーメーション（ＤＸ）化・スマート

化の対策研究が開発され、よりインフラ・公共サービ

スを変革し働き方や生産性向上のためのＩＴ技術を活

用するなど、ＢＩＭ／ＣＩＭ、ＩＣＴなどの取り組み

を推し進め、これらの新しい建設技術や研究成果等に

ついて、産・学・官が共有するとともに、国民に向け

て発信することで、くらしと建設技術が深くかかわっ

ていると理解していただくことに寄与すると考えてい

ます。また、８月には四国地方整備局の各部局が横断

的に連携しインフラ分野のＤＸを推進することを目的

とした「四国地方整備局インフラＤＸ推進本部」を設

置しました。 

建設業界では担い手の人口減少や高齢化が進み、建

設分野における労働人口の減少を補完するためにも、

若者技術者にとって魅力ある業界へと発展するために

ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進はもちろんのこ

と、働き方改革や生産性向上に資する取組をより一層

推し進める施策が必要となります。 

その取組として、簡易型ＩＣＴ活用工事の導入や活

用工種の拡大、地方公共団体への普及に向けた人材・

組織の育成支援、研修や講習会のほかＩＣＴ建機の普

及促進の認定制度や活用支援、従来型小型建機にも簡

単に装着可能なシステム開発を進めています。その取

組によるＩＣＴ技術の普及によって建設現場での生産

性向上と若手技術者の活躍が期待されています。 

こうした中、貴協会会員皆様のご協力が必要不可欠

であり、また、技術力に大きな期待が寄せられている

会員皆様のご理解を得ながら更なる取組を図っていき

たいと考えています。 

最後に、日本建設機械施工協会四国支部と会員皆様

の益々のご発展を祈念するとともに、四国地方整備局

が実施する建設事業にあたり、今後とも、四国の発展

のために微力ではありますが取り組んでいく所存です。 

皆様方にはご支援ご協力を賜りますようお願い申し上

げ、巻頭言とさせていただきます。 

巻 頭 言（ＤＸ新時代の建設革新に向けて） 

国土交通省 四国地方整備局 企画部長 森本 輝 

三羽小林 稔 

 

(巻 頭 言) 
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令和 2 年度事業については、5 月 21 日に開催された

第 9 回支部通常総会において承認された事業計画に基

づいて実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．総会、運営委員会等 

 1.1 運営委員会 

  1) 11 月 11 日、「建設クリエイトビル」において開

催し、令和 2 年度上半期の事業及び収支状況報告、

下半期の事業計画等について審議決定した。 

2) 3 月 23 日、書面会議で開催し、令和 3 度の事業

計画及び予算書、令和 3 年度表彰予定者（本部・

支部）等について審議決定した。 

1.2 合同部会幹事会 

 1) 10 月 29 日、「建設クリエイトビル」において開

催し、令和 2 年度上半期の事業報告及び収支状況

報告、下半期の事業計画等について協議した。 

 

２．企 画 部 会 

 2.1 建設機械施工技術検定試験の実施 

1)10 月 11 日、高松市の「高松センタービル」にお

いて 1 級学科試験を実施した。［受験者：204 名］ 

 2)12 月 17 日、四国地方整備局及び支部事務局にお

いて令和 2年度 1級建設機械施工技術検定試験の

合格者を公表（掲示）した。(四国地方の受検者

のみ) 

3)1 月 17 日、高松市の「高松センタービル」及び「屋

島中学校」において２級学科試験を実施した。［受

験者：461 名］ 

4)3 月 9 日、四国地方整備局及び支部事務局におい

て令和 2 年度 2 級建設機械施工技術検定【学科】 

尚、支部団体会員数は令和 3 年 3 月末時点で 

127 社であり、その内訳は次表のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2 回目)試験の合格者を公表（掲示）した。(四国地

方の受検者のみ) 

2.2 受託業務の実施支援 

  本部が四国地区で受託して実施した業務 4 件につ

いて、支援を行った。 

2.3 支部機関誌の発行 

支部機関誌「しこく」№106 を 1 月に発行し、会

員及び関係者にメール配信するとともにホームペ

ージに掲載した。 

 2.4 支部ホームページの更新・充実 

1)ホームページの更新を 1 月に行った。 

2.5 協賛事業の実施 

1)2 月 3 日、支部が協賛する四国建設広報協議会の

WG の WEB 会議に支部代表者が出席した。 

2) 3 月 4 日、支部が協賛する四国建設広報協議会の

令和 2 年度第 1 回 WEB 会議に支部代表者が出席し

た。 

2.6 部会幹事会等の開催 

1)10 月 29 日、機関誌「しこく」№106 の編集につ

いて協議した。 

2)2 月 10 日ほか 2 回、令和 3 年度の企画部会事業計

画立案のため、メールを利用して資料を配信し、

事務局と部会長・幹事間の意見授受を実施した。 

 

 

 

時期   業種  

製造業 

 

 

建設業 

 

 

商 社 

リース・ 

レンタル

業 

コンサルタ

ント・その

他業 

 

 

合 計 

令和 2 年 9 月末 21 83 9 4 10 127 

令和 3 年 3 月末 21 83 9 4 10 127 

増   減 

 

0 0 0 0 0 0 

令和２年度事業実施状況(下半期) 

 

（事業報告） 



- 4 - 
 

３．施 工 部 会 

 3.1 講習会等の開催 

1) 11月 16日・17日、高松市において i-Construction

普及に向けて「ＩＣＴ施工技術講習会 2020in 四

国」を四国ＩＣＴ施工活用促進部会主催で開催し

た。（参加者：36 名） 

 

 

【PC を用いた講習会の様子】 

 

 

【測量機器を用いた講習会の様子】 

2)1 月 26 日、支部が参加する香川県 ICT 施工活用支

援連絡協議会が開催され支部代表者が出席した。 

 

 

3.2 新技術・新工法の普及活動の実施 

   1)12 月 3 日、「R2．JCMA 四国支部建設施工研修会」

(D.V.D.映写会)を高松市において開催した。(参

加者：30 名) 

 

【研修会の様子】 

 

3.3 部会幹事会の開催 

1) 2 月 10 日ほか 2 回、令和 3 年度の施工部会事業

計画立案のため、メールを利用して資料を配信し、

事務局と部会長・幹事間の意見授受を実施した。 

 

４．技 術 部 会 

 4.1 講習会等 

1) 11 月 25 日・26 日、四国地方整備局四国技術事

務所との共催で「令和 2年度遠隔操縦式バックホ

ウ等操作訓練」を開催し、訓練前後の技量変化の

評価並びに講習修了証の交付を実施した。(受講

者：12 名) 

 
【訓練の様子】 
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2) 12 月 9 日～11 日、四国地方整備局四松山河川国

道事務所との共催で「バックホウ遠隔操作講習

会」を開催し、訓練前後の技量変化の評価並びに

講習修了証の交付を実施した。(受講者：8 名) 

 

【訓練の様子】 

 

3) 3 月 16 日、国営讃岐まんのう公園において「ド

ローン操作訓練」をクリエイトビル入居５団体共

催で実施した。（参加者：41 名） 

 

 

 

 

５．主要行事回数一覧表 

 令和 2 年 10 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日の間の

主要事業開催回数は下表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2  災害支援体制の整備等 

1)11 月 2 日、「JCMA 四国支部 R2 災害情報伝達訓練」

を実施し、①四国内各地の被害情報の収集と報告 

②被災地への応援部隊派遣の可否等について、メ

ールで情報交換した。(参加社：41 社) 

4.3 部会幹事会の開催 

1) 2 月 10 日ほか 2 回、令和 3 年度の技術部会事業

計画立案のため、メールを利用して資料を配信し、

事務局と部会長・幹事間の意見授受を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会及び運営委員会等 開催回数 部   会 開催回数 

総                    会 

運 営 委 員 会             

会 計 ・ 業 務 監 査 

 

 

0 

2 

0 

合     同     部     会 

企     画     部     会 

施     工     部     会 

技     術     部     会 

1 

3 

2 

2 

計 2 計 8 

合   計       10 
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四国支部第１０回通常総会を令和 3年 5月 20日（木） 

15 時 20 分から 16 時 00 分でホテル「マリンパレスさ

ぬき」で開催しました。当日は新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から規模を縮小して開催させていた

だきました。会員の皆様のご理解・ご協力ありがとう

ございました。 

総会は、企画部会長宮本正司氏の開会の辞で始まり、

藤山究副支部長の挨拶のあった後、支部規定第 16条に

より藤山副支部長が議長になって議案審議に入りまし

た。 

 

１．議 事 

藤山議長は、先ず、宮本企画部会長に本日の出席者

数を発表させて団体会員の過半数が出席していること

を確認した後、支部規定第 17条により本総会が成立し

ていることを宣言し、承認を得て三野容志郎氏と金岡

嘉彦氏を議事録署名人に指名しました。 

議案は以下の第 1号議案から第 5号議案までの 5件

で、いずれも満場異議無く承認されました。 

第 1 号議案 令和 2年度事業報告承認の件 

第 2 号議案 令和 2年度決算報告承認の件 

第 3 号議案 令和 2年度会計及び業務監査報告 

に関する件 

第 4 号議案 令和 3年度事業計画に関する件 

第 5 号議案 令和 3年度収支予算に関する件 

  

 

【藤山副支部長挨拶】 

 

 

【総会の様子】 

２．表彰式 

支部通常総会における表彰には、当協会の「団体会

員等表彰規定」に基づく会長表彰と、四国支部の「支

部功労者」及び「優良建設機械運転員等表彰規定」に

基づく支部長表彰の 2種類があります。 

本年度の当協会の会長表彰は 40年の永年会員 3 社

（㈱岩崎建設、㈱上岡工務店、東亜建設工業㈱四国支

店）に藤山副支部長より感謝状が授与されました。ま

た、支部長表彰として、建設事業に長年従事し、勤務

成績、技量共に優秀な優良建設機械運転員 18名と整

備員 7 名を代表し、㈱コート堀社長に藤山副支部長か

ら表彰状と記念品並びに顕彰バッジが手渡されまし

た。 

 
【㈱岩崎建設への感謝状授与】 

第１０回支部通常総会を開催 
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【㈱上岡工務店への感謝状授与】 

 

 

【東亜建設工業㈱への感謝状授与】 

 

 

【㈱コートへの表彰状授与】 
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 四国支部の令和３年度事業は、建設事業の機械化を

推進し国土の開発と経済の発展に寄与することを念頭

に、平成 28 年度に本部及び支部において策定した中期

事業計画を踏襲しつつ、最近の社会的な背景をもとに

次の事業を重点として実施する。 

 Ⅰ．i-Construction による建設生産性の向上に関す

る事業 

 Ⅱ．安全の推進(事故災害防止)、維持管理技術・災

害応急復旧技術等の推進に関する事業 

 Ⅲ．環境保全・地球温暖化対策・建設リサイクル等

の推進に関する事業 

 Ⅳ．品質確保・人材育成に関する事業 

 Ⅴ．本部が実施する試験及び受託業務の支援に関す

る事業 

 Ⅵ．会員及び関係者へのサービス向上に関する事業 

 

なお、事業実施にともなう会議、イベント等につい

ては、四国地域での新型コロナウイルス感染状況に基

づき、協会本部から示される新型コロナウイルス感染

拡大予防に関する対応措置に留意した開催を計画しま

す。 

 

1. 総会、運営委員会等  

 1.1 総     会 

  令和３年度第１０回四国支部通常総会を 5 月 20

（木）に高松市で開催する。 

1.2  運 営 委 員 会 

   事業執行上の諸課題を審議するため年３回程度

（５，１１，３月）開催する。 

1.3 会計及び業務監査 

  支部長及び支部事務局職員等と意志疎通を図り、業

務及び財産の状況を調査する為、4月下旬頃、前年度

の会計及び業務監査を実施する。 

1.4 合同部会幹事会 

支部の事業計画立案、運営委員会に提出する案件

の企画・調整事業実施状況報告等のため年２回程

度（４，１０月）開催する。 

 

 

 

2. 企 画 部 会  

 2.1 事 業 範 囲 

  本部が実施する試験及び受託業務等の支援、並び

に会員等へのサービス向上に関する事業等を行う

と共に、支部事業の総合企画並びに調整を行う。 

 2.2 事 業 内 容 

1) 建設機械施工管理技術検定試験 

   1･2 級建設機械施工管理技術検定試験（四国地区）

を下記のとおり実施する。 

    ・一次検定試験：6月 20 日（日）第１回 １級・

２級（高松市） 

    ・二次検定試験：8月下旬から 9 月上旬  １級・

２級（善通寺市） 

    ・一次検定試験：1月 16 日（日）第２回 ２級（高

松市） 

2) 受託業務の実施支援 

   本部が四国地区で受託して実施する業務を支援

する。 

3) 技術交流会 

    建設事業の課題等について、必要に応じて四国地

方整備局との技術交流会を開催する。 

4) 広報活動及びサービス向上事業 

(1) 建設事業に長年従事し、勤務成績、技術とも

に優秀な建設機械運転員及び整備員を通常総

会時に表彰する。 

(2) 支部の運営、事業推進等に功績のあった会員

及び個人を通常総会時に顕彰する。 

 (3) 支部機関誌「しこく」を年２回四国支部ホー

ムページに公開する。 

  (4) 支部ホームページの更新・充実を図る。 

  (5) 新機種・新工法等について、会員の要請に応

じて発表会を随時開催する。 

 (6) 必要に応じて四国内関係機関及び団体が実

施する事業に協賛し、その実施に協力する。 

  (7) 必要に応じて会員の親睦行事を開催する。 

5) 部会幹事会 

   部会事業の企画・立案や実施計画のため、随時開

催する。 

令和３年度 事業計画書 
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  6) そ の 他 

   新規会員の勧誘、その他必要と認める事業を行う。 

  

3. 施 工 部 会  

 3.1  事 業 範 囲 

品質確保、人材育成、建設生産性の向上、及び、

建設施工の安全対策推進に関する事業を行う。 

 3.2  事 業 内 容        

1) 講 習 会 等 

  (1) 施工管理基準、工事・業務等の新たな入札契

約方式等に関する講習会を開催する。 

(2) i-Construction の普及に向けて四国 ICT 施工

促進部会と共に講習会を開催する。 

2) 現場見学会・現地講習会 

  (1) 機会を捉えて四国内主要工事の現場見学会

を開催する。 

 (2) i-Construction を実施している現場において

現地講習会を開催する。 

 (3) 新技術・新工法等を活用している現場におい

て、現地講習会を随時開催する。 

 3) 新技術・新工法並びに安全対策等推進に関する普

及活動 

  (1) 新技術・新工法に関する DVD 映写会を開催す 

   る。 

  (2) 機関誌「しこく」において、新技術・新工法・   

   新製品等を紹介する。 

  (3) 会員会社が、四国地方整備局から表彰を受け  

   た優良工事について、その特徴的事例を機関  

   誌「しこく」において紹介する。 

  (4) 四国地方整備局から提供を受けた「新技術活 

用ニュース」を四国支部ホームペ－ジで紹介

する。 

 (5) 「四国建設技術懇談会」等に参加し、四国地

域における建設技術の開発・普及に努める。 

4) 部会幹事会 

    部会事業の企画・立案や実施計画等のため、随時

開催する。 

5) そ  の  他 

  その他必要と認める事業を行う。 

 

4. 技 術 部 会  

 4.1 事 業 範 囲 

      建設機械関連の安全対策、環境保全、地球温暖

化対策、建設リサイクル等の推進、及び災害応急

対策支援に関する事業を行う。 

 4.2 事 業 内 容        

1) 講 習 会 等  

(1) 防災・建設機械の安全対策・環境保全等に

関する講習会を開催する。 

(2) 四国地整管内の事務所等が実施する遠隔操

縦式建設機械の操作員育成講習に協力する。 

   2) 災害支援体制の整備 

      (1) 四国地方整備局との防災協定に伴う体制確

認のため、支部内情報伝達訓練を実施する。 

(2) 四国地方整備局が実施する災害対策用機械

の設置・操作訓練等への積極的参加を図る。 

3) 部会幹事会 

   部会事業の企画・立案や実施計画等のため、随

時開催する。 

4) そ の 他 

   その他必要と認める事業を行う。 
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１．はじめに 

近年、気候変動の影響により気象災害が激甚化・頻

発化し、また、南海トラフ地震の発生も切迫していま

す。こうした状況を踏まえ、防災・減災、国土強靱化

の取り組みの更なる加速化・深化を図るため、５年間

でおおむね１５兆円程度を目途として、重点的かつ集

中的に講ずる対策を定めた「防災・減災、国土強靱化

のための５か年加速化対策」が閣議決定されました。 

土佐国道事務所では、５か年加速化対策に位置づけ

られた道路関係の対策を推進するべく、高知県内の高

速道路ネットワーク整備や直轄国道の防災対策、交通

安全対策などの事業に取り組んでいます。 

 

 

 本稿では、令和３年２月２７日に開通した E55 高知

東部自動車道 高知南国道路（高知自動車道～高知南

IC）の整備効果等について紹介させて頂きます。 

  

２．四国 8の字ネットワーク 

 四国 8 の字ネットワークは、四国四県を結ぶ延長約

810km の高速道路ネットワークであり、現在、開通済 

み区間が約 597km（約 74%）となっています。高知県を

見ると、延長約 260km のうち開通済み区間は約 158km

（約 61%）であり、他県と比較して整備が遅れている

状況です。 

  

 

 

 

 

 

 

E55 高知東部自動車道 高知南国道路の全線開通について 

   国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 副所長 楠 英二 

(記 事) 



- 11 - 
 

３．高知南国道路の事業概要 

 高知南国道路は、高知市～安芸市間を結ぶ E55 高知

東部自動車道（延長 36.0km）のうち、高知自動車道～

高知龍馬空港 IC 間（延長 15.0km)の自動車専用道路で

す。 

 平成 2 年度に事業化され、平成 26 年度に高知南 IC

～なんこく南 IC 間（延長 4.7km）、平成 28 年度になん

こく南 IC～高知龍馬空港 IC 間（延長 4.1km）が開通し

ています。 

本年 2月 27日に高知自動車道～高知南 IC（延長 6.2km）

が開通したことにより、高知県における陸・海・空の

主要拠点である高知自動車道、高知新港、高知龍馬空

港が高速道路で結ばれることになりました。 

 

４．開通後の交通状況及び整備効果 

○高知南国道路の交通状況 

今回開通した高知南国道路（高知自動車道～高知南

IC）及び県道 44 号高知北環状線の断面交通量は約

24,200 台/日で、高知南国道路に約４割（約 8,700 台/

日）が転換しています。また、開通済みであった高知

南 IC～高知龍馬空港 IC 間についても交通量が増加

しており、走行性の高い高知南国道路の利用が促進

されています。 
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○周辺道路の交通状況と混雑緩和 

高知南国道路と並行する南北方向・東西方向の周辺

道路では、交通量が約１～３割減少ししており、現道

における旅行速度（約 25.3km/h→30. 8km/h）が向上

しています。 

また、周辺道路の交通量の変化により、主要な交差

点（大津バイパス美術館通り交差点など）では朝夕ピ

ーク時における渋滞長が減少しています。 

今後、さらに広域的な観点で高知市内の渋滞を検証

していきます。 

○主要拠点へのアクセス性の向上 

高知南国道路の全線開通により、高知自動車道と高

知新港、高知龍馬空港など、拠点間の所要時間が短縮

し、定時性も向上しています。空港利用者からは空港

への到着時刻の見通しが立てやすくなったとの声もい

ただいています。 
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○地域の防災機能の向上 

 緊急時の進出拠点を津波等の影響を受けずに繋ぐネ

ットワークが確保されています。また、高知中央 IC

付近では緊急避難施設も併設しており、地域の防災機

能が向上しています。 

 

５．おわりに 

 高知南国道路は全線開通しましたが、県内にはまだ

未開通区間が多く残っています。本年４月には南国安

芸道路（高知龍馬空港 IC～香南のいち IC）延長 3.5km

について、令和７年春頃の開通を公表させていただき

ました。また、高知松山自動車道の一部である高知西

バイパス（鎌田 IC～いの町波川）延長 1.5km は、本年

秋頃の開通を目指して、鋭意、工事を推進していると

ころです。 

今後も職員一丸となって道路整備に取り組んでま

いります。引き続き、当事務所の道路事業にご支援と

ご協力を賜りますようお願いいたします。 
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１．はじめに 

平成３０年７月豪雨は、台風７号や梅雨前線の影響

により、西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨とな

りました。この影響により、愛媛県、広島県、岡山県

などでは、河川の氾濫による浸水被害や、土砂災害が

各地で発生し甚大な被害が発生しました。 

そのなか、愛媛県の肱川流域にある大洲市や西予市

においても、肱川の氾濫により甚大な浸水被害が発生

しました。 

これらの被害解消に向けて、肱川下流の大洲地区で

は、国・県が連携して、河川激甚災害対策特別緊急事

業（激特事業）を推進しています。また、肱川上流の

野村地区では、愛媛県による河道整備が進められると

ともに、国においては、野村ダム堰堤改良事業による

新たな放流設備の整備を実施することとしています。 

ここでは、野村ダム堰堤改良事業で実施する「野村

ダム施設改良工事」の発注手続きに関して、堰堤改良

事業で「技術提案・交渉方式」（ＥＣＩ※）を全国初適

用しましたので、その内容について紹介します。 

※Early Contractor Involvement の略 

 

２．野村ダム概要 

２．１ 野村ダム施設諸元 

野村ダム（図－１、写真－１）は、治水・利水（図

－２）を目的とした重力式コンクリートダムであり、

その諸元は表－１に示すとおりです。 

 

図－１ ダム下流面図及び越流部標準断面図 

 

 

写真－１ 野村ダム 

 

 

図－２ 容量配分図 

 

表－１ ダム諸元 

 

堰堤改良事業で「技術提案・交渉方式」（ＥＣＩ）全国初適用 

【野村ダム施設改良工事】 

   国土交通省 四国地方整備局 河川部 河川工事課 砂防海岸係長 中村 忠司 

(施策等) 
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２．２ 野村ダム操作規則 

野村ダムでは、下流にある鹿野川ダムの改造事業完

成に伴い、令和元年６月６日より操作規則（図－３）

を「一定率一定量調節方式」に改定しました。 

 

 

図－３ 操作規則（令和元年６月６日より） 

 

３．野村ダム堰堤改良事業の概要 

野村ダム堰堤改良事業は、平成３０年７月豪雨災害

の再度災害防止対策として、同規模の洪水を安全に流

下させるため、野村ダムの右岸側低標高部に新たな放

流設備及び減勢工等（図－４）を整備するものです。 

 

 

図－４ 野村ダム堰堤改良事業（イメージ） 

 

４．技術提案・交渉方式の概要 

 平成２６年６月４日に「公共工事の品質確保の促進

に関する法律」（平成１７年法律第１８号）が改正され、

仕様の確定が困難な工事に対し、「技術提案の審査及び

価格等の交渉による方式」（以下「技術提案・交渉方式」

という。）が新たに規定されました。 

 

４．１ 契約タイプの分類 

 技術提案・交渉方式は、施工者独自の高度で専門的

なノウハウや工法等を活用することを目的として、設

計段階から施工者が参画する契約方式です。なお、施

工者の設計への関与の度合い、工事価格決定のタイミ

ング（設計前、設計後）により、以下の３つのタイプ

に分類されます。それぞれの概要は以下に示すとおり

です（図－５）。 

➀設計・施工一括タイプ 

②技術協力・施工タイプ（ＥＣＩ方式） 

③設計交渉・施工タイプ（ＥＣＩ方式） 

 

図－５ 「技術提案・交渉方式」における契約形態 

 

４．１．① 設計・施工一括タイプ 

 「発注者が最適な仕様を設定できない工事」におい

て、公示段階で仕様の前提となる条件が十分に確定し

ている場合には、技術提案に基づき選定された優先交

渉権者と価格等の交渉を行い、交渉が成立した場合に

設計及び施工の契約を締結します。 

 

４．１．② 技術協力・施工タイプ（ＥＣＩ方式） 

 「発注者が最適な仕様を設定できない工事」又は「仕

様の前提となる条件の確定が困難な工事」において、

技術提案に基づき選定された優先交渉権者と技術協力

業務の契約を締結し、別の契約に基づき実施している

設計に技術提案内容を反映させながら価格等の交渉を

行い、交渉が成立した場合に施工の契約を締結します。 
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４．１．③ 設計交渉・施工タイプ（ＥＣＩ方式） 

 「発注者が最適な仕様を設定できない工事」又は「仕

様の前提となる条件の確定が困難な工事」において、

技術提案に基づき選定優先交渉権者と設計業務の契約

を締結し、設計の過程で価格等の交渉を行い、交渉が

成立した場合に施工の契約を締結します。 

 

５．野村ダム施設改良工事（ＥＣＩ） 

５．１ 工事の概要 

 野村ダム施設改良工事（以下、「本工事」という。）

とは、ダムを運用しながら、放流設備を増設するもの

であり（図－６、図－７※現時点の計画）、堤体上流側

で仮締切を行って止水性を確保し、右岸側の堤体を削

孔したのち放流設備と一体化して、併せて減勢工の整

備を予定しています。 

なお、放流設備の規模・構造は、放流管径４．２ｍ、

延長約４８ｍ、主ゲート１門（高圧ラジアルゲート）

を予定しています。 

このような運用中のダムを削孔して、大規模な放流

管を確実に施工する工事事例は全国でも少なく、技術

提案・交渉方式を採用することとしました。 

 

 

図－６ 増設放流設備平面図 

 

 

図－７ 増設放流設備縦断図 

 

５．２ 技術協力・施工タイプの採用 

 本工事の技術提案・交渉方式においては、「国土交通

省直轄工事における技術提案・交渉方式の運用ガイド

ライン１）」による技術提案・交渉方式に適用する契約

タイプの選定フロー（図―８）により、公示段階で仕

様の前提となる条件が不確定ですが、施工者による意

見を反映して、別業務で契約しているコンサルタント

が設計することが可能であることから、「技術協力・施

工タイプ」を選定することとしました。 

 

 

図－８ 技術提案・交渉方式のタイプ選定フロー 

 

６．おわりに 

近年、全国的に「技術提案・交渉方式」（ＥＣＩ）

による発注機会が増えています。 

積極的に「技術提案・交渉方式」（ＥＣＩ）を活用

することで、発注者においては、施工の実現性の高い

設計の確保や施工時の手戻り防止による事業期間の遅

延防止及び事業費の抑制のメリットがあります。また、

施工者においても、設計に意見が反映できることや早

い段階で設計内容の把握が可能となり、建設労働力・

資機材の準備などの十分な期間が確保できるメリット

があります。 

ＥＣＩを活用した本工事が順調に進んで、ダムの放

流能力が増強され、地域の安全・安心が向上するよう

推進していきます。 

 

参考文献 

１）国土交通省：国土交通省直轄工事における技術提

案・交渉方式の運用ガイドライン（令和２年１月） 
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１．「川の防災情報」ウェブサイトをリニューアル 

 全国の川の水位や洪水予報、レーダ雨量、河川カメ

ラ画像などをリアルタイムで提供している「川の防災

情報」を令和 3年 3月に全面リニューアルし、大雨時

に必要となる川の情報をより分かりやすく、見つけや

すくなりました。 

 「川の防災情報」は大雨などの際に、雨や川の水位

の状況などを、インターネットを通じてリアルタイム

に配信し、避難判断等に必要な情報を入手できるウェ

ブサイトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．リアルタイムの河川情報の提供 

 平成 30 年 7 月豪雨、令和元年東日本台風（台風 19

号）、令和 2年 7月豪雨など、台風や前線による豪雨に

より甚大な水害・土砂災害が頻発しています。 

 災害時において、的確な危機管理、住民の避難行動

等に活用するため、リアルタイムの河川情報を提供す

ることが求められます。このため、一般の方が必要な

情報にアクセスしやすいように見直し、利用者の目的

に応じた様々な情報を様々な調べ方で検索出来るよう

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【川の防災情報】リニューアル 

   国土交通省 四国地方整備局 水災害予報センター 水災害対策専門官 宮崎泰典 

浸水想定区域図 

川の水位を横断図で

分かりやすく表示 

川の状況をカメ

ラの映像で提供 

(トピックス) 
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３．「川の防災情報」の閲覧方法 

 

【川の防災情報 トップ画面】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①全国の洪水の危険度】 

全国で発令されている各種洪水予報などの一覧を 

表示、情報をクリックすると内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【②情報の探し方を選ぶ】 

キーワードのよるサイト内検索、登録地点情報の確

認、地図上での情報確認、マルチモニターでの情報確

認ができます。 

 

●サイト内検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       【③情報の種類から選ぶ】 

                                        ・行政からの発表を調べる 

③                                       ・川の状況を調べる 

                                        ・氾濫時の浸水範囲を調べる 

                                        ・雨の状況を調べる 

                                        ・水質、積雪、潮位を調べる 

                                        ・過去の観測状況を調べる 

                                         

                                       【①全国の洪水の危険度】 洪水予報等の確認 

                                       【②情報の探し方を選ぶ】 

                                        ・サイト内検索                           

・地図から探す 

                                      ・市町村から探す 

                                      ・並べて見る                                         
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●地図上での情報確認 

地図上で見たい位置を拡大し、水位やカメラのアイ

コンをクリックすることで、川の水位状況やカメラ映

像を見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・川の色によって洪水危険度を表示しています。 

川の氾濫の危険度を確認したり、川の水位を確認

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●川の危険度の見方 

   川の水位の危険度によって、水位計アイコンや

川の色が変化します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【③情報の種類から探す】 

行政からの発表、河川の状況、氾濫時の浸水範囲、

雨量、積雪、潮位、過去の観測状況、河川の用語など、

「川の防災情報」で提供している情報を目的別に探す

ことができます。クリックすることで情報が表示され

ます。 
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●洪水浸水想定区域図 

 地図を拡大していくと、大洪水で浸水する恐れが

ある区域、浸水する深さが表示されます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●洪水の危険度分布 

洪水の危険度の高まりを、地図上で概ね２００ｍ

ごと、両岸別に表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ライブカメラ映像 

 地図上のカメラアイコンをクリックすると現在

の河川の状況を撮影した、ライブカメラ映像が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．スマ－トフォンによる閲覧 

 「川の防災情報」はスマートフォンからも閲覧

出来ます。 

 

 

 

 

５．おわりに 

「川の防災情報」は、より伝わる河川情報の提供

を目指し、サイト構成や提供コンテンツを抜本的に

見直し、全面リニューアルをおこないました。是非、

皆さん使ってみて下さい。 
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１．はじめに 

長安ロダムは、一級河川

那賀川の中流部に位置し、洪

水調節、流水の正常な機能維

持、電力関発を目的として建

設されました。堤高 85.5m、

堤頂長 200.7m、総貯水容量

5427.8 万 m3の重力式コンク

リートダムで、徳島県発注、

鹿島建設施工で昭和 31 年に

完成しました。 

那賀川水系で唯一の洪水調節機能を有する多目的

ダムであり、洪水調節容量の全量を予備放流で確保す

る運用を行う全国で唯一のダムでもあります。 

那賀川の上流域は、年間降水量 3,000mm を超える日

本有数の多雨地帯です。特に台風接近・通過時に集中

して大雨が降る傾向があり、平成 16 年 8 月の台風 16

号により海川観測所で記録した日雨量 1,317mm は現在

も日本記録です。洪水の発生頻度が高く、流域住民は

河川の氾濫被害に悩まされてきました。また、近年は

異常気象・気候変動により大雨による被害が増大・甚

大化する一方で、ほぼ毎年取水制限が実施され、渇水

被害も頻発しています。 

そこで、治水・利水・環境面におけるダム機能向上

を目的とした長安口ダム改造事業が行われました。 

本工事は、供用中の既存のダムを大規模に切削して

洪水吐き２門を新設し、ダム下流に新たに減勢工を増

設するものです。供用中のダムを改造する工事である

ため、作業ヤードが無い、ダム放流の影響を受ける部

分の作業は非出水期(11/16～4/15)に限定される、非出

水期も放流がある、など施工上の制約が多数あります。 

また、改造事業は本工事(２期工事)以外に、予備ゲ

ートを設置する１期工事(平成 24－28 年度長安口ダム

施設改造工事)、主ゲート２門を設置する３期工事(平

成 27－30 年度長安口ダム洪水吐ゲート設備工事)など

が別途発注されており、関連他工事とクレーンや作業

ヤードを共有し、工程調整を図る必要もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．工事概要 

発 注 者：国土交通省四国地方整備局 

     那賀川河川事務所 

工 事 名：平成 26-30年度長安口ダム施設改造工事 

工事場所：徳島県那賀郡那賀町大戸地先 

工  期：平成 26 年 8 月 28 日～令和 2 年 3 月 31 日 

工事内容：ダム土工      57,400m3 

洪水吐増設  46,000m3 

減勢工増設  67,700m3 

既設堤体切削 8,300m3 

法面保護工  一式 

鋼橋上部工  一式 

 

 

 

 

令和２年度四国地方整備局優良工事 受賞 

平成 26－30 年度 長安口ダム施設改造工事 

鹿島建設株式会社 四国支店 

【那賀川と長安口ダム】 

【長安口ダム改造事業】(那賀川河川事務所資料に加筆) 

【工事完了全景】 

3期工事(ゲート設備工事) 

那賀川 

長安口ダム 

海川観測所 

(シリーズ) 
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1m ﾋﾟｯﾁで削孔 

ワイヤー通し孔の削孔 1.5m 

①パイロット孔削孔 

④バースター孔削孔 

両側面の 

縁切り 

自由面に向けて押し割る 

３．工事の特徴と創意工夫等 

３.１．堤体切削 

供用中の既設堤体を幅 11m×高さ 37ｍ(山側 28ｍ)

もの大きさで２か所も切削撤去した事例は無く、堤体

の残置部分の品質確保や、ダムの安定性を確認しなが

ら施工を進める必要がありました。 

堤体を切削するとダム自重が減少して安定性を損

なう恐れがあるので、これに先立ち堤体下流面に重し

となるマットコンクリートを打設して安定性を維持す

るとともに、堤体の挙動を監視すべくＧＰＳ、孔内傾

斜計、継目計などの計測機器を設置し、外気温や貯水

位と合わせてモニタリングを実施(別途業務)しました。 

作業ヤードが無いため、１期工事で先行して設置し

たダム天端仮設構台と 200ｔ吊級クローラクレーン

(200tCC)を継承し、工事の進捗に応じて構台を撤去・

縮小しながら使用しました。また、予備ゲートでダム

湖の水を遮水することで気中(ドライ)施工しましたが、

予備ゲートは１基だけなので川側ゲート完成後に山側

に盛替えて使用しなければならず、工程確保が必須と

なるため昼夜施工となりました。 

切削の方法は、取壊しに伴う振動が堤体に与える影

響を最小限とするため、まず無振動工法であるワイヤ

ーソーを使用し、撤去範囲のコンクリートの外周を切

削して既設堤体と縁切りします。次に油圧コアドリル

を使用して１ｍ程度のピッチで縦孔を削孔し、バース

ター工法で小割してブロック化します。バースター工

法とは、対象構造物にバースター孔を削孔し、これに

小型高出力の油圧ジャッキを挿入・作動させてコンク

リートを割裂・小割する工法のことです。切削ブロッ

クは、ケミカルアンカーで吊りピースを取り付け、ク

レーンで切削場所から搬出しました。 

 

 

２門目の切削時に、完成した１門目躯体の温度収縮

に伴う施工ジョイントの開きが発生しましたが、ジョ

イント間を縫い止める変位抑制工を追加し、止水板を

損傷させることなく切削を完了させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予備ゲート 

1.5m 
底面の縁切り 

【バースター工法による割裂状況と切削完了全景】 

②水平ワイヤーソー切削 

③鉛直ワイヤーソー切削 

⑥ブロック搬出 

⑤油圧ジャッキによる小割 

【新設洪水吐切削の施工フロー】 

【新設洪水吐(山側)のタイムラプス】 
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３.２．洪水吐増設 

増設部分は、主ゲートが収まる下流増厚コンクリー

ト、放流水を流すための導流水路・導流壁、新設した

予備ゲートを格納する扉体格納場です。 

 

 

下流増厚コンクリートは、低位標高部から打設して

いきました。生コンはダム天端で受入し、３ｍ3水平バ

ケットに積替えして 200tCC で運搬・投入し、バイブレ

ータ付きバックホウで締固めしました。 

 

 

堤体切削側面の増打ちは、幅が 60cm しかないため

2.5ｍ3特殊バケット(コンクルット)を使用しました。 

 

 

導流水路部は、ダム天端から打設場所まで配管して

ポンプ打設を行いました。高低差が 40ｍ以上あるので、

スランプを 15cm に変更、曲率半径の大きいエルボ管や

シャッターバルブを使用して閉塞を防止しました。 

 

 

導流壁部は 200tCC ではカバーできず躯体構築の進

捗に伴い作業ヤードが無くなってしまうので、導流水

路部の上に仮設構台、2.7ｔ吊級タワークレーン、120

ｔ吊級クローラクレーンを追加設置して施工しました。 

 

 

仮締切に流用する予備ゲートは１基しか無いため、

まず施工量が多い川側を施工し、主ゲート設置後に山

側に予備ゲートを移設してから山側を施工しましたが、

2019年 6月の新設ゲート 2門の供用開始に間に合わせ

るため、水路外の山側にある予備ゲート扉体格納庫は

ブロック割りを変更して後施工としました。 

 

 

下流増厚コンクリート 

導流水路部 

導流壁 

扉体格納場 

【洪水吐増設部分の概要】 

【ダム天端からのバケット打設状況】 

【堤体切削側面部の打設状況】 【施工中の扉体格納場】 

200tCC 

水平バケット 

コンクルット 

【導流水路部のポンプ打設】 

導流水路部 

【導流壁の施工状況】 

扉体格納場 

120tCC 

200tCC 

2.7tTC 

導流壁 

導流水路仮設構台 

ｼｬｯﾀｰﾊﾞﾙﾌﾞ 

ダム天端仮設構台 

200tCC 

打設配管 
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３.３．減勢工増設 

減勢工は、水路幅 55ｍ、延長 121ｍ、下流側に高さ

13.5ｍの副ダムを有する形状であり、高さ 33ｍの側壁

(右岸側 29.5ｍ)は、背面をＣＳＧで埋戻すことで壁厚

を２ｍと薄くした設計で、全て現場打ちで計画されて

いました。施工は非出水期に限定されていますが、雨

量が多いと放流があるので、資機材を流出させないよ

う放流前に全て退避させなければなりませんし、コン

クリートが打設中や弱材齢では待避できません。 

そこで、側壁前面側に厚さ１ｍのプレキャストブロ

ック(ＰＣａ)を設置し、背面側ＣＳＧとの間に保護コ

ンクリートを打設して一体化する構造に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この変更により、足場や型枠の最小化による待避・

復旧時間の削減、ＰＣａ設置直後から水路機能を発揮、

放流による既施工部の流出防止、常時側壁内での作業

による墜落災害防止を可能とし、工程・品質・安全を

確保して工期内に完成させることができました。 

ＰＣａは二次製品工場で製作し、１日の施工分を減

勢工に搬入して据付しました。ＣＳＧは、上流で掘削

除去した河床砂礫を減勢工下流の製造ヤードに搬入し、

80mm 以下にふるい分けしたＣＳＧ材と普通セメント

を自走式土質改良機で攪拌混合して製造しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

施工は 2016 年から５シーズンで行い、その間に 40

回も放流待避がありましたが、１度もダム運用を妨げ

たり資機材を流出させることはなく、完成前の出水期

の放流にも耐え、損傷はありませんでした。 

 

 

４．おわりに 

最後になりますが、本工事の施工にあたり、ご指導

ご鞭撻頂きました那賀川河川事務所の皆様、工事にご

理解ご協力頂きました地域の皆様、工事関係者各位に

深く感謝の意を表します。 

【変更後の側壁構造】 

【ＣＳＧの製造～打設の状況】 

【ＰＣａの据付～保護コンクリート打設の状況】 

【完成前出水期の放流状況】 

※CSG(Cemenred Sand and Gravel;砂礫にセメントと水を混合した材料) 
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○ゴルフ同好会 

   ゴルフ同好会の例会は年 6 回、奇数月の土曜日

に、開催しています。 

最近は 12～14 組・47～56 名前後の参加で活況

を呈しています。 

更には、当同好会の評判を聞きつけて新たに入

会を希望する会社もおられます。 

   また、参加者にとっても、和気藹々に気分良く

ゴルフを楽しんだ後、上位に入賞しなくても抽選

で豪華賞品が貰えるオマケ付きです。 

   今後とも、皆様のお力添えをいただきながら当

同好会を盛り上げていきたいと思います。 

 

    さて、例会の成績ですが、今回は第 345 回～第

348 回の 4 回分について以下に掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゴルフ同好会最近３回の優勝・準優勝者等 

 

・第３４５回 R3.1.16 開催  

鮎滝 CC 47 名参加 

   優 勝  福島 博夫 

   準優勝  池田 祐功 

   第３位  安原 慶治 

 

・第３４６回 R3.3.27 開催  

志度 CC 52 名参加 

   優 勝  久保 賢二 

   準優勝  永田 武久 

   第３位  貞廣  一 

 

・第３４７回 R3.5.22 開催  

ロイヤル高松 CC 51 名参加 

   優 勝  大西 一弘 

   準優勝  川上 正晴 

  第３位  長岡  晃 

 

 ・第３４８回 R3.7.17 開催  

高松グランド CC 56 名参加 

   優 勝  角谷 嘉泰 

   準優勝  中村 勝彦 

  第３位  松尾 裕治 

  

   

   

 

 

同 好 会 だ よ り 

（同好会だより） 
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タイトルに掲げた「３つの夢」とは、 

① 富士山登頂 

② フルマラソンへの挑戦 

③ ホールインワン達成             

です。「３つの夢」は 50 歳になった頃から、自然と

浮かび、実現できたらと想うようになりました。 

まず、「富士山登頂」は、2015 年 3 月の名古屋支

店赴任をチャンスと捉え、2016 年 7 月末に、富士宮

ルートから有志５人で臨みました。 

当日は５合目から登り始め、9 合目の山小屋に一

泊し、準備万端にもかかわらず、高山病にかかり想

像以上に体力を消耗したことを覚えています。 

ただ、翌朝は晴天に恵まれ“御来光”を無事拝むこ

とができ、人生最高の思い出になりました。 

次に、「フルマラソンへの挑戦」は、未だ達成なら

ずの状況です。2013 年頃から健康管理のため自宅周

辺のジョギングから始め、2016 年からは小牧マラソ

ン（10km）に 4 年連続で参加した経験があります。 

 しかしながら、その苦しい体験からフルマラソン

を走るという勇気は湧かず、今後の構想としてはハ

ーフマラソンを一度体験してから、フルマラソンに

チャレンジしたいと考えています。 

もう一つの手段として、毎年 12 月第 2 日曜日に開

催されるホノルルマラソンの参加を考えています。 

皆さんもご存じと思いますが、当マラソンは 1973

年から開催されている世界有数の市民マラソンです。 

今では毎年約 2.5 万人、そのうち日本からは 1 万人

を超える参加者が集います。 

ホノルルマラソンの魅力は、時間制限や抽選がな

く完走率は 99％を誇り、世界有数のリゾート地を巡

る大会です。また、私にとってハワイは新婚旅行で

訪れた思い出の場所でもあり、アフターは妻と 2 人

でのんびり自由に、リゾート地を楽しみたいと思っ

ています。 

最後に「ホールインワンの達成」ですが、この課

題は、運とそれなりの力量を兼ね備えていなければ

ならない一番難しい夢と考えています。 

私の理想のホールインワンは、打ち下ろしのホー

ルで、ピンに向かってボールが真っ直ぐに飛んで行

き、手前からコロコロと転がりながら入っていくシ

チュエーションです。最近はワン・オンもままなら

ない状況ですが、ホールインワン保険にも加入して

おり、ショートホール毎に密かに狙っています。 

ただ、ホールインワンの確率を調べますと、ツア

ープロの場合 1/3,000 回、上級ゴルファーの場合は

1/5,000 回、一般ゴルファーの場合は 1/12,000 回と

言われています。1 ラウンドに 4 つの Par3 があると

すると 3,000 ラウンドに 1 度の確率です。 

年に 50 ラウンドでも 60 年と気が遠くなるような

数字です。私の場合、年数だけですと 30 年間プレー

していますので、残り 30 年、プレー回数を増やしな

がら 92 歳までの挑戦となります。世界での最高齢は

102 歳ですので、可能性は残されています。 

 超困難な夢ですが、あきらめることなく、老体に

鞭打ってラウンドを続けるしかないと思っています。 

それでも苦肉の策として、ホールインワンが出やす

いコースを調べ、通い続けるのもありかなと考えた

り、ゴルフクラブを買い替えるのも一つの手だと思

っています。 

詰まるところ、自分たちはプロではないのだから、

決して怒らず、くさらず、ゴルフを楽しむことをモ

ットーにプレーを続けて行きたいと考えています。 

最後に、夏坂 健著「ゴルフをもって人を観ん」（日

本経済新聞社）の一文を紹介します。 

『ゴルフはスコアだけのゲームにあらず。マナーこ

そ肝心なり。さらに、ゴルフとは己の人格すべてを

天下に公表するゲームなり』  

ゴルフは単なるフィルターの役目、本質は末端に現

れるのたとえ通り、ゲームの途中に垣間見せる言動

こそ人柄そのもの、赤裸々な姿ではないだろうか 

と言う意味です。 

肝に銘じてプレーすることを改めて誓います。 

「３つの夢」へ挑戦！ 

                     戸田建設株式会社 福島博夫 

(第 345 回例会優勝者) 
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ゴルフを始めたのは大学に入って間もなくでした

ので、もう 38 年も前のこと。中学・高校の同級生の Y

君がたまたま同じ大学に入学していて、新学期早々、

教養課程の学食で近寄ってきました。「角谷、もうクラ

ブかサークル決めたん？」「まだなんよ。テニスかスキ

ー、そうウィンドサーフィンなんかもやってみたいな

ぁ。女の子も多そやし…」「そんなんもう在りきたりや

し、上手い奴いっぱい居るで。これからはゴルフの時

代やで！絶対モテると思うねん。」なんのことはない松

山の男子校育ちの二人は妄想に駆られて（体育会系）

ゴルフ部に入部することになったのでした。 

昭和 58 年 2 月、青木功が米ゴルフツアー「ハワイ

アンオープン」の最終日の 18 番ホールで第 3 打をカッ

プインさせて逆転優勝したこと等が火付けとなり、AON

時代と呼ばれて、日本中でゴルフ熱が上昇していたの

はよく覚えています。その所為か私たちの学年は部員

が多く例年の倍以上（おそらく 16 名）が在籍していま

した。皆が早く上手くなりたい気持ちとは裏腹に、放

課後の部活練習は体力づくりがメインで、嫌いなラン

ニング、坂道ダッシュ、腕立て、腹筋、アイアンの素

振りばかり…。そろそろ実際に球を打って先輩にレッ

スン付けてもらえるのかな？と期待していたら、近く

のゴルフレンジで「おまえたち、しっかり練習してこ

いよ！」と、ほぼ放置。どスライスが治る術はありま

せん。それでも初ラウンドのスコアは 120 を切ったと

記憶しています。初めての合宿でもハーフの平均が約

55 と、同期の中では“中の中”ぐらいで、センスはあ

るのかなと希望を抱いてスタートした大学時代でした。 

大学対抗戦のメインは関西学生ゴルフ連盟のリー

グ戦だったでしょうか。各校 5 名が出場し、上位 4 名

の合計スコアで競うものだったと思います。男子は 4

部までありますが、我が神戸大学は 4 部が定位置だっ

たと記憶していますので、昨年度のリーグ順位表を見

てブービーであることに対しあまり違和感はありませ

ん。ちなみに花の 1 部は、大阪学院、同志社、関学、

近大ら強豪ぞろいで昔から変わっていないと思います。

皆さん、「大学ゴルフ部」と聞くと、彼らを想像される

のだと思いますが、そんなエリートは一握りしかいな

いことを言い訳がましく申し添えます。大学ごとでレ

ベルも異なりますし、大学の中でもピンからキリまで

居りますので、悪しからず。 

同期で試合に出られるのは 2～3 名でした。残りは

皆補欠です。どの学年にもゴルフ経験があって入った

時から上手い奴が一人か二人はいますので、レギュラ

ーはすぐに固定されます。私たちのようなダボペース

前後でしか廻れない連中はずっと補欠のままなのです。

思い起こせば学生時代に 100 を切った記憶はあまりあ

りませんので、そう、今の方が断然上手いのです。 

冒頭の Y 君、運動神経が良くて準レギュラーまで行

ったのですが、結局試合には一度も出られませんでし

た。モチベーションが上がらない部活にほとほと嫌気

が差し、まして彼女なんてできっこないと気付いた Y

君と私は、別のお遊びサークルを立ち上げることに熱

中し、専門課程に上がってからは、ほぼ幽霊部員状態

になっていました。 

 社会人になってからゴルフを嗜むようになりました

が、熱心に取り組む時期もあれば、釣りに嵌って 4～5

年釣り竿しか握らなくなった時期もありました。悲し

いかな、クラブを握らない期間が長いと、スコアは昔

に戻ってしまいます。そんな折に会社の連中と廻ると、

「素振りシングル」だの「ゴルフ部補欠」だの…散々

野次られる始末。阪大美術部出身の元専務には「美術

部に勝てないゴルフ部」などと今でも茶化されます。

要は運動神経の問題なのでしょうか？「ゴルフ絶対感

覚」を磨け、などという本も読みましたが、すぐに忘

れてしまいます。私の場合、運動神経が不足する分、

次のラウンドまでの期間を極力空けないようにするこ

とが肝要と思い至り、現状を維持する乃至少しでも上

達するために、今年から最低でも月 2 回以上のペース

でラウンドをこなすよう心掛けるようにしました。た

またま会社の後輩に誘われたこともあって、この春に

会員権を取得したばかりですが、そのような効果もあ

ってか、7 月の（第 348回）例会において OB なしで優

勝することができたことは本当に嬉しく、感無量でし

た。いずれは「さすがゴルフ部」と言われる日が来る

ことを夢見てさらに精進して参ります。 

「大学ゴルフ部」の言い訳 

 株式会社奥村組  角谷嘉泰 

(第 348 回例会優勝者) 
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○会員名 株式会社 富士ピー・エス（FUJI P.S CORPORATION） 

・本社所在地 福岡県福岡市中央区薬院一丁目 13番 8号 九電不動産ビル TEL：092-721-3471 

・代 表 者 名 代表取締役社長 堤 忠彦 

・設   立 1954年 3月 

・資 本 金 23億 7,927万円 

・事 業 内 容 ・プレストレスト・コンクリート構造物の設計および施工 

・土木構造物の補修、補強、更新に関する設計および施工 

・プレストレスト・コンクリート建築物の設計および施工 

・既設建築物における耐震補強工法の設計および施工 

・プレストレスト・コンクリート製品の製造販売 

・概 況 弊社スローガン「人と人をつなぐ。それはやがて、景色になる。」 

       弊社が手掛けた橋梁や建築物が地域に溶け込み、人々と共存し、ひいては景色をカタチ

創る…そんな「未来の景色をつくる」私たちの仕事への誇りを表現しています。 

100年先でも価値が色褪せることなく必要とされ続けることが使命です。 

 

○会員名 株式会社 荒谷建設コンサルタント 

・本社所在地 広島市中区江波本町 4-22  TEL：082-292-5481 

・代 表 者 名 代表取締役社長 荒谷 悦嗣 

・創 業 大正 5年 1月 

・資 本 金 91,000千円 

・事 業 内 容 ・土木関係建設コンサルタント業務 

・測量業務 

・地質調査業務 

・建築物の設計及び工事監理 

・補償コンサルタント業務 

・計量証明事業 

・概 況 弊社は、広島県に本社を置き、愛媛県に四国支社を置く中四国を市場とする総合建設コ

ンサルタントです。構想・企画から基礎調査、測量、地質調査、環境調査、設計、メンテ

ナンスまでの専門技術を活かし、公共事業のあらゆる分野をカバーしています。近年は

自然災害から国民の生命・財産を守る防災関連業務、既設の橋やトンネルなどを調査し、

長寿命化する維持補修業務が増加しています。また、建設事業の生産向上にドローンや

MMS等の最新機器を活用し、i-Constructionの推進にも取り組んでいます。 

 

 

新 会 員 紹 介 
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○会員名 オリエンタル白石 株式会社 

・本社所在地 東京都江東区豊洲五丁目６番５２号 TEL：03‐6220‐0630    

・代 表 者 名 大野 達也 

・創 業 昭和２７年１０月 

・資 本 金 １０億円 

・事 業 内 容 ・プレストレスコンクリートの建設工事及び製造販売 

       ・ニューマチックケーソンの建設工事 

       ・補修補強の建設工事 

       ・耐震補強建築工事の設計・施工 

       ・建設資材の販売 

       ・太陽光による発電事業及びその管理・運営並びに電気の供給、販売 

・概 況 当社は、１９５２年に創業し、橋梁上部のプレストレストコンクリート工法と橋梁基礎

のニューマチックケーソン工法のパイオニアとして、時代と社会のニーズに応えるため

常に新たな先進・独自技術を創造し挑戦を続ける建設会社です。日本の国際競争力を強

化するためのインフラの構築はもちろん、老朽化したインフラの補修や更新、切迫する

南海トラフ巨大地震に対する既存インフラの強靭化等、当社にしかできないソリューシ

ョンを提供し続けています。 

 

 

新 会 員 紹 介 



№ 発行年月 図　　　書　　　名
一般価格

(税込)
会員価格

(税込)
送料

1 R3年5月 令和3年度版　建設機械等損料表 ¥8,800 ¥7,480 ¥700

2 R3年5月 橋梁架設工事の積算　令和3年度版 ¥11,000 ¥9,350 ¥900

3 R2年5月 令和2年度版　建設機械等損料表 ¥8,800 ¥7,480 ¥700

4 R2年5月 よくわかる建設機械と損料2020 ¥6,600 ¥5,610 ¥700

5 R2年5月 橋梁架設工事の積算　令和2年度版 ¥11,000 ¥9,350 ¥900

6 R2年5月 大口径岩盤削孔工法の積算　令和2年度版 ¥6,600 ¥5,610 ¥700

7 R元年9月 大口径岩盤削孔工法の積算　令和元年度版 ¥6,600 ¥5,610 ¥700

8 H31年4月 日本建設機械要覧　2019年版 ¥53,900 ¥45,100 ¥900

9 H29年4月 ICTを活用した建設技術（情報化施工） ¥1,320 ¥1,100 ¥700

10 H26年3月 情報化施工デジタルガイドブック【DVD版】 ¥2,200 ¥1,980 ¥700

11 H25年6月 機械除草安全作業の手引き ¥990 ¥880 ¥250

12 H23年4月 建設機械施工ハンドブック　(改訂4版) ¥6,600 ¥5,604 ¥700

13 H22年7月 情報化施工の実務 ¥2,200 ¥1,885 ¥700

14 H21年11月情報化施工ガイドブック　2009 ¥2,420 ¥2,200 ¥700

15 H20年6月 写真でたどる建設機械200年 ¥3,080 ¥2,608 ¥700

16 H18年2月 建設機械施工安全技術指針・指針本文とその解説 ¥3,520 ¥2,933 ¥700

17 H17年9月 建設機械ポケットブック　(除雪機械編) ¥250

18 H16年12月2005「除雪・防雪ハンドブック」(除雪編)  《ＣＤ－Ｒ販売》 ¥250

19 H15年7月 道路管理施設等設計指針(案)・道路管理施設等設計要領(案) 《ＣＤ－Ｒ販売》 ¥250

20 H15年7月 建設施工における地球温暖化対策の手引き(増刷版) ¥1,650 ¥1,540 ¥700

21 H15年6月 道路機械設備　遠隔操作監視技術マニュアル(案) ¥700

22 H15年6月 機械設備点検整備共通仕様書(案)・機械設備点検整備特記仕様書作成要領(案) ¥700

23 H15年6月 地球温暖化対策　省エネ運転マニュアル ¥250

24 H13年2月 建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック(第3版) ¥6,600 ¥6,160 ¥700

25 H12年3月 移動式クレーン、杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版) ¥2,724 ¥2,410 ¥700

26 H11年10月機械工事施工ハンドブック　平成11年度版 ¥700

27 H11年5月 建設機械化の50年 ¥700

28 H11年4月 建設機械図鑑 ¥700

29 H10年3月 大型建設機械の分解輸送マニュアル　　 《ＣＤ－Ｒ販売》 ¥3,960 ¥3,520 ¥250

30 H9年5月 建設機械用語集 ¥2,200 ¥1,980 ¥700

31 建設機械履歴簿 ¥250

32 毎月25日 建設機械施工　【H25.6月号より図書名変更】 ¥880 ¥792 ¥700

※１． 価格には消費税(10％)が含まれております。

※２． 送料は複数冊を同時購入の場合変わります。

※３． 購入のお申し込みは当支部ホームページ又は支部機関誌「しこく」に添付の「購入申込用紙」に必要事項を記入してFAXでお送り下さい。

¥2,750

¥419

¥3,520

◆発行年月順

¥1,980

¥550

¥8,360

¥4,400

一般社団法人日本建設機械施工協会　発行図書一覧表 (令和3年5月時点)
消費税10％を含む

¥1,048

¥5,238

¥1,980
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